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図研ネットウエイブ株式会社 

 

図研ネットウエイブ UTM と WiFi を統合した 

Fortinet 社のセキュア無線 UTM「FortiWiFi」販売開始 

〜SOHO、店舗、営業拠点向けオールインワンのセキュア無線 LAN〜 

 

図研ネットウエイブ株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社⻑：中村 郁⽣、以下図研ネッ
トウエイブ）は、スマートフォンの法⼈向け導⼊の増加などに伴い近年要望が⾼まってきているセ
キュアな無線 LAN 環境に対して、従来、セキュア無線アクセスポイントとしてご提供してきた
「FortiAP」に加え、UTM（統合脅威管理）市場 No.1 の「FortiGate」に無線 LAN の機能を追加し
た「FortiWiFi」の提供を開始します。 
 
これまで、図研ネットウエイブは統合無線 LAN 環境のニーズに対して UTM の「FortiGate」と専⽤
無線アクセスポイントの「FortiAP」を組み合わせて提供しておりましたが、「FortiWiFi」では両⽅
の機能を持つため、今までより容易に且つリーズナブルな価格で導⼊できるようになりました。ス
モールオフィスでは、配線不要で UTM を導⼊でき、多店舗や⼩規模営業拠点への展開においてはセ
キュリティの⾼い無線環境を安価に使⽤できます。さらに、無線の設定も本拠地側で集中管理でき
るので、多拠点での運⽤も容易に⾏えます。 
 
今回提供を開始する「FortiWiFi-40C」、「FortiWiFi-60C」は FortiGate の UTM 機能に加えて FortiAP
の特徴である IEEE802.11n も標準サポートしております。 さらに、FortiWiFi ⾃⾝が無線 LAN コ
ントローラーとして複数台の FortiAP を管理することも可能となっており、 BYOD 時代と⾔われる
昨今に適したセキュアな無線 LAN 環境を構築できます。 
 
■FortiWiFi の特徴 
 FortiGate 同様ローコスト、ハイパフォーマンスの UTM 
 ファイアウォール、VPN、IPS、アンチウイルス、アンチスパム、Web フィルタ、次世代ファ

イアウォールなど従来の FortiGate と完全に同じ機能 
 IEEE802.11a/b/n 対応 
 ユーザー無制限で利⽤可能(ユーザー数の課⾦なし) 
 ⼩規模オフィスなどでも配線不要で導⼊可能なので、⼿軽に導⼊可能 
 デパート、複合商業施設などの店舗内でも本拠地と VPN でセキュアにつながり、無線端末も

安⼼して利⽤可能 
 FortiGate 同様に専⽤アプライアンス FortiManager、FortiAnalyzer で設定の統合管理・統

合ログ管理が可能 
 数々の学校法⼈で採⽤されている 国際無線 LAN ローミング基盤 ※eduroam に準拠 

 
※eduroam とは？ 
eduroam とは、学術無線 LAN ローミング基盤をキャンパス間で相互利⽤することである。これにより、他校に
いながら⾃校の SSID と PW で無線環境を利⽤することを可能にしている。このサービスには全世界 50 か国が
参加しており、⽇本での利⽤も増加している。 



 
今回の提供にあたり、フォーティネットジャパン株式会社の社⻑執⾏役員 久保⽥ 則夫⽒は次のよ
うに述べています。 
 
「フォーティネットジャパンは図研ネットウエイブ社の「FortiWiFi」の提供開始を⼼より歓迎しま
す。この新製品は、スマートデバイスを活⽤するため、シンプルでセキュアな無線 LAN 環境の導⼊
を望む多くのお客様が抱える課題の解決と、⾼品質な有線と無線 LAN の統合環境の提供が可能にな
るものと確信しております。今後もフォーティネットジャパンは、IT ネットワークをご利⽤される
お客様が安⼼して事業活動を⾏えるよう、引き続きお客様の経営課題解決に貢献してまいります。」 

 
以上 

【図研ネットウエイブについて】 
図研ネットウエイブは 2001 年、急速な発展とともに多様な課題を抱えるインターネット市場に独⾃のソリューションを
展開するため、株式会社図研の出資により設⽴されました。2002 年よりフォーティネットのディストリビュータとして
販売を開始し、累積で 30,000 台以上の機器販売実績があります。また、過去 6 回に渡って No.1 ディストリビュータ
賞に輝いており、フォーティネット製品に精通した SE が導⼊から運⽤・サポートまで包括的な技術⽀援を提供していま
す。図研ネットウエイブでは、企業ネットワークにおける外部からの脅威、内部からの情報漏洩といった問題に対するネッ
トワークセキュリティソリューションだけでなく、今後急速に進化する仮想化環境・ビックデータ活⽤に最適なスケール
アウトストレージやクラウドサービスにいたるまで、あらゆる企業ニーズに応えるべき「もっと速く、もっと安全に」を
コーポレートメッセージとしてお客様に⾼いバリューの製品とプロフェッショナルサービスを提供します。 
詳細は http://www.znw.co.jp をご参照ください。 

 

 
 
＜製品についてのお問い合わせ＞ 
図研ネットウエイブ株式会社 
営業本部 
Tel：045-473-6821 / FAX：045-473-1782  
e-mail：info@znw.co.jp 

＜報道機関からのお問い合わせ＞ 
図研ネットウエイブ株式会社 
マーケティング部 
Tel：045-473-6821 / FAX：045-473-1782 
e-mail：mktg@znw.co.jp 
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